
旭
日
小
綬
章
　
後
藤
　
直
剛
（
岐
阜
）

旭
日
双
光
章
　
花
尻
　
忠
夫
（
大
阪
）

旭
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双
光
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旭
日
双
光
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小
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文
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　お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

　
　
　
　
平
成
二
十
五
年
春
叙
勲
・
褒
章
受
賞
者
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全
木
連
・
全
木
協
連
・
木
退
共
通
常
総
会
開
く

一
面
　
全
木
連
総
会
開
催

二
面
　
木
退
共
総
会
開
催
　

三
面
　
全
木
協
連
総
会
開
催
　
木
材
利

　
　
　
用
ポ
イ
ン
ト
事
業
の
説
明
会

四
面
　
森
林
の
市
　
景
況
調
査

旭
日
双
光
章
　
金
原
　
隆
之
（
静
岡
）

黄
綬
褒
章
　
津
田
　
　
潮
（
大
阪
）

　
以
上
木
材
産
業
振
興
功
労
者
関
係

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
敬
称
略
）

全
　木
　連
　通
　常
　総
　会

　
全
木
連
の
総
会
は
、
午
後
一
時
か
ら

開
会
。
全
木
連
は
四
月
に
一
般
社
団
法

人
に
移
行
後
、
初
の
会
議
と
な
る
。
会

議
に
先
立
ち
、
今
春
の
叙
勲
者
・
褒
章

受
賞
者
を
事
務
局
か
ら
報
告（
別
掲
）。

全
員
の
拍
手
で
受
賞
を
称
え
た
。

　
開
会
の
こ
と
ば
を
山
根
副
会
長
が
述

べ
た
あ
と
、
吉
条
会
長
が
挨
拶
を
行
っ

た
。
つ
づ
い
て
、
来
賓
の
沼
田
正
俊
長

官
、
林
田
康
孝
木
造
住
宅
振
興
室
長
か

ら
祝
辞
を
受
け
、
司
会
か
ら
出
席
の
来

賓
を
紹
介
。

　
こ
の
後
、
議
事
に
入
っ
た
。

　
議
事
は
、
吉
条
会
長
が
議
長
と
な
り
、

進
行
。

　
第
一
号
議
案
の
平
成
二
十
四
年
度
事

業
報
告
承
認
の
件
、
第
二
号
議
案
の
平

成
二
十
四
年
度
収
支
決
算
承
認
の
件
に

つ
い
て
は
、
事
務
局
説
明
の
う
え
、
渡

辺
昭
監
事
が
監
事
を
代
表
し
て
監
査
報

告
し
、
原
案
の
と
お
り
承
認
さ
れ
た
。

　
以
上
の
議
事
終
了
後
、
今
期
全
国
木

材
産
業
振
興
大
会
開
催
予
定
地
の
坂
東

正
一
郎
埼
玉
県
木
材
協
会
会
長
か
ら
ア

ピ
ー
ル
と
挨
拶
が
あ
っ
た
。
最
後
に
、

松
原
副
会
長
が
閉
会
の
こ
と
ば
を
述
べ

て
閉
会
し
た
。

　
第
七
十
四
回
全
木
連
通
常
総
会
、
第
五
十
三
回
全
木
協
連

通
常
総
会
が
五
月
十
四
日
に
、
第
四
十
一
回
木
退
共
通
常
総

会
が
翌
日
の
十
五
日
に
、
東
京
・
港
区
の
メ
ル
パ
ル
ク
東
京

を
会
場
に
、
全
国
か
ら
会
員
多
数
が
出
席
し
て
開
催
さ
れ
た
。

総
会
に
は
林
野
庁
の
沼
田
正
俊
長
官
を
は
じ
め
関
係
幹
部
、

国
土
交
通
省
の
林
田
康
孝
木
造
住
宅
振
興
室
長
、
ま
た
、
林

業
関
係
団
体
幹
部
が
来
賓
と
し
て
出
席
し
、
華
や
か
さ
を
盛

り
上
げ
た
。
総
会
の
議
事
は
順
調
に
進
み
、
所
定
の
議
案
を

滞
り
な
く
審
議
の
う
え
承
認
・
決
定
し
て
閉
会
し
た
。

全国木材組合連合会一般社団法人



　総
会
の
挨
拶
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木
　退
　共
　通
　常
　総
　会

会
　
長
　
　
吉
　
条
　
良
　
明

　
　
　
一
般
社
団
法
人
全
国
木
材
組
合
連
合
会

に
よ
る
木
材
産
業
の
景
況
が
前
進
す
る

こ
と
を
強
く
念
願
い
た
す
次
第
で
あ
り

ま
す
。

　
全
木
連
は
、「
新
た
な
木
材
利
用
へ
の

挑
戦
で
木
材
産
業
の
創
造
的
再
興
」
と

「
く
ら
し
、
街
づ
く
り
に
森
林
の
め
ぐ

み
を
活
か
そ
う
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
掲

げ
て
諸
活
動
に
取
組
ん
で
き
て
い
ま
す
。

緊
急
か
つ
最
大
の
課
題
は
木
材
の
需
要

拡
大
で
あ
り
、
こ
れ
ま
で
も
、
住
生
活

空
間
、
商
工
業
施
設
な
ど
多
様
な
分
野

に
お
い
て
木
材
・
国
産
材
利
用
の
大
幅

拡
大
が
進
む
よ
う
、
業
界
の
自
主
的
活

動
の
展
開
や
国
・
地
方
公
共
団
体
等
に

お
け
る
対
策
充
実
な
ど
積
極
的
に
取
り

組
ん
で
参
り
ま
し
た
。

　
先
の
緊
急
経
済
対
策
の
林
野
庁
関
連

対
策
と
し
て
、
木
材
利
用
促
進
等
の
川

下
対
策
が
重
要
な
柱
と
し
て
盛
り
込
ま

れ
、
民
間
を
含
む
木
造
公
共
施
設
の
建

築
促
進
対
策
、
木
材
利
用
ポ
イ
ン
ト
事

業
な
ど
が
措
置
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

国
土
交
通
省
関
係
に
あ
り
ま
し
て
も
地

域
材
利
用
の
木
造
住
宅
建
築
促
進
対
策

が
積
極
的
に
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
木

材
業
界
が
熱
望
し
て
い
た
対
策
が
大
き

く
取
り
上
げ
ら
れ
、
林
野
庁
・
国
土
交

通
省
の
皆
様
方
に
は
感
謝
申
し
上
げ
る

次
第
で
あ
り
ま
す
。

　
木
材
利
用
ポ
イ
ン
ト
事
業
に
つ
い
て

申
し
上
げ
ま
す
と
、
ポ
イ
ン
ト
申
請
の

募
集
開
始
に
先
立
ち
木
材
供
給
者
、
施

工
業
者
の
登
録
、
木
材
製
品
の
登
録
受

付
な
ど
が
鋭
意
進
め
ら
れ
て
お
り
、
会

員
の
皆
様
方
に
は
、
そ
の
対
応
で
多
忙

を
極
め
て
い
る
と
承
知
い
た
し
て
お
り

ま
す
。
木
材
利
用
の
拡
大
に
国
民
の
理

解
を
広
く
得
て
い
く
上
で
、
こ
の
事
業

は
極
め
て
重
要
で
あ
り
、
木
材
業
界
挙

げ
て
そ
の
円
滑
な
推
進
に
取
り
組
ん
で

い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
全
木
連
と
し

て
も
、
全
国
事
務
局
に
参
加
し
、
皆
様

方
の
ご
協
力
の
下
で
申
請
窓
口
業
務
を

担
当
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。
こ
の

業
務
も
含
め
、
事
業
全
体
の
推
進
に
全

力
を
挙
げ
て
取
り
組
ん
で
い
た
だ
く
よ

う
重
ね
て
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
木
材
産
業
の
創
造
的
再
興
の
た
め
に

は
、
会
員
挙
げ
て
の
徹
底
し
た
木
材
利

用
普
及
活
動
、
ユ
ー
ザ
ー
、
建
築
・
設

計
関
係
者
と
の
連
携
の
深
化
、
木
材
利

用
の
技
術
・
製
品
開
発
、
信
頼
さ
れ
る

製
品
の
安
定
供
給
な
ど
に
限
り
な
く
挑

戦
し
て
い
く
こ
と
が
不
可
欠
で
あ
り
ま

す
。
こ
の
よ
う
な
考
え
方
で
平
成
二
十

五
年
度
事
業
計
画
を
去
る
三
月
に
決
定

い
た
し
ま
し
た
。
全
木
連
は
、
こ
れ
ら

諸
課
題
の
解
決
に
向
け
て
全
力
を
挙
げ

て
取
り
組
ん
で
参
る
覚
悟
で
あ
り
、
ご

来
賓
の
林
野
庁
、
国
土
交
通
省
、
関
係

団
体
の
皆
様
方
に
は
ご
支
援
、
ご
理
解

を
引
き
続
き
お
願
い
申
し
上
げ
る
次
第

で
あ
り
ま
す
。

　
本
日
の
会
議
は
、
平
成
二
十
四
年
度

の
事
業
報
告
と
収
支
決
算
な
ど
を
ご
審

議
い
た
だ
く
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。
限

ら
れ
た
時
間
で
は
あ
り
ま
す
が
、
十
分

な
る
ご
審
議
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
最
後
に
、
春
の
叙
勲
の
栄
に
浴
さ
れ

た
皆
様
方
に
は
、
心
か
ら
お
祝
い
を
申

し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
会
員
各
位
の

ご
繁
栄
を
お
祈
り
申
し
上
げ
冒
頭
の
あ

い
さ
つ
と
し
ま
す
。
有
り
難
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

　
木
退
共
の
総
会
は
、
五
月
十
五
日
午

前
九
時
三
十
分
に
開
会
し
た
。
木
退
共

は
、
四
月
に
一
般
社
団
法
人
に
移
行
し

て
、
初
の
総
会
と
な
る
。
吉
条
会
長
が

議
長
と
な
り
進
行
。

　
議
案
の
①
平
成
二
十
四
年
度
事
業
報

告
承
認
の
件
②
平
成
二
十
四
年
度
収
支

決
算
承
認
の
件
は
、
事
務
局
説
明
の
後
、

落
合
公
信
監
事
が
代
表
し
て
監
査
報
告

を
行
い
、
承
認
し
た
。
③
平
成
二
十
五

年
度
入
会
金
及
び
会
費
決
定
の
件
に
つ

い
て
は
、
事
務
局
よ
り
説
明
の
う
え
、

原
案
の
と
お
り
決
定
し
た
。
④
退
職
金

共
済
事
業
に
関
す
る
規
程
の
一
部
改
正

の
件
に
つ
い
て
は
、
事
務
局
説
明
の
う

え
、
原
案
の
と
お
り
決
定
し
た
。

　
次
い
で
、
⑤
平
成
二
十
五
年
度
事
業

計
画
⑥
平
成
二
十
五
年
度
収
支
予
算
に

つ
い
て
事
務
局
か
ら
報
告
し
た
。

　
通
常
総
会
の
開
催
に
当
た
り
一
言
ご

挨
拶
を
申
し
上
げ
ま
す
。
皆
様
方
に
は
、

ご
多
用
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
ご
参
集
い

た
だ
き
感
謝
い
た
し
ま
す
。
ま
た
、
林

野
庁
の
沼
田
長
官
、
国
土
交
通
省
の
林

田
木
造
住
宅
振
興
室
長
様
、
そ
し
て
多

く
の
友
好
団
体
の
皆
様
方
に
は
公
務
ご

多
端
の
中
、
ご
列
席
を
賜
り
お
礼
申
し

上
げ
ま
す
。
全
木
連
は
、
こ
の
四
月
一

日
か
ら
、
こ
れ
ま
で
の
「
社
団
法
人
」

か
ら
「
一
般
社
団
法
人
」
に
移
行
し
ま

し
た
。
先
ず
も
っ
て
、
こ
れ
を
機
に
、

会
員
・
全
国
の
木
材
事
業
者
の
方
々
と

一
体
と
な
っ
て
木
材
利
用
推
進
、
木
材

産
業
の
振
興
の
た
め
の
活
動
を
な
お
一

層
進
め
て
い
く
こ
と
を
お
誓
い
申
し
上

げ
る
と
と
も
に
、
引
続
き
関
係
機
関
・

団
体
の
ご
指
導
・
ご
支
援
を
お
願
い
申

し
上
げ
る
次
第
で
あ
り
ま
す
。

　
さ
て
、
ご
存
じ
の
よ
う
な
経
済
・
景

気
情
勢
が
続
い
て
き
た
中
で
、
政
府
は
、

政
権
交
代
後
に
デ
フ
レ
、
円
高
か
ら
の

脱
却
に
よ
る
日
本
経
済
の
再
生
、
大
震

災
か
ら
の
早
期
復
興
な
ど
を
大
胆
に
取

組
む
と
し
て
、
ス
ピ
ー
ド
感
あ
ふ
れ
る

政
策
展
開
を
進
め
て
い
ま
す
。
こ
の
と

こ
ろ
の
為
替
、
株
価
、
産
業
界
の
動
向

を
み
ま
す
と
景
気
回
復
の
進
展
が
大
い

に
期
待
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　
そ
の
よ
う
な
中
、
木
材
産
業
に
つ
き

ま
し
て
は
、
住
宅
着
工
戸
数
が
年
間
八

十
八
万
三
千
戸
と
増
加
に
転
じ
た
も
の

の
、
特
に
国
産
材
を
中
心
と
し
た
木
材

価
格
の
下
落
・
低
迷
な
ど
も
あ
っ
て
依

然
と
し
て
厳
し
い
事
業
環
境
が
続
い
て

き
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。
景
気
回
復
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全
　木
　協
　連
　通
　常
　総
　会

　
　
　
全
国
木
材
協
同
組
合
連
合
会

会
　
長
　
　
坂
　
東
　
正
一
郎

　
全
木
協
連
の
通
常
総
会
は
、
午
後
三

時
三
十
分
に
開
会
し
た
。

　
会
議
は
、
開
会
の
辞
を
辻
井
副
会
長

が
述
べ
て
始
ま
り
、
ま
ず
、
坂
東
会
長

の
挨
拶
が
あ
っ
た
。

　
次
い
で
、
来
賓
の
林
野
庁
飛
山
龍
一

木
材
産
業
課
長
か
ら
祝
辞
が
述
べ
ら
れ
た
。

　
議
事
は
、
坂
東
会
長
が
議
長
と
な
り

進
行
、
①
平
成
二
十
四
年
度
事
業
報
告

承
認
の
件
②
平
成
二
十
四
年
度
決
算
及

び
損
失
処
理
案
承
認
の
件
を
事
務
局
か

ら
説
明
の
う
え
、
長
谷
川
健
治
監
事
が

含
め
た
緊
急
経
済
対
策
を
迅
速
か
つ
着

実
に
実
施
す
る
と
と
も
に
平
成
二
十
五

年
度
予
算
及
び
関
連
法
案
の
早
期
成
立

に
努
め
て
い
た
だ
い
て
い
る
と
こ
ろ
で

あ
り
ま
す
。

　
林
野
庁
に
お
か
れ
て
も
同
予
算
に
よ

り
、
震
災
の
復
興
、
木
材
産
業
の
活
性

化
、
地
域
材
・
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
の
利

用
促
進
な
ど
各
般
の
対
策
を
講
じ
て
い

た
だ
い
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　
私
ど
も
業
界
と
い
た
し
ま
し
て
も
、

人
口
動
態
等
か
ら
は
住
宅
需
要
の
伸
び

に
は
自
ず
と
限
界
が
あ
り
、
住
宅
の
み

に
依
存
し
な
い
新
た
な
木
材
需
要
の
創

出
が
重
要
で
あ
る
と
の
観
点
も
含
め
、

木
材
の
利
用
拡
大
に
向
け
あ
ら
ゆ
る
努

力
を
傾
注
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
り
ま

す
。
環
境
面
な
ど
木
材
の
良
さ
が
認
識

さ
れ
つ
つ
あ
る
今
こ
そ
、
品
質
性
能
の

確
か
な
製
品
を
安
定
的
に
供
給
で
き
る

体
制
を
し
っ
か
り
と
整
備
し
、
ま
た
、

そ
の
こ
と
を
的
確
に
発
信
し
て
い
く
こ

と
に
よ
り
、
木
材
需
要
は
確
実
に
拡
大

す
る
も
の
と
確
信
す
る
次
第
で
す
。

　
全
木
協
連
の
事
業
に
つ
い
て
は
、
二

十
四
年
度
は
、
皆
様
の
ご
協
力
を
い
た

だ
き
、
お
お
む
ね
順
調
に
推
移
し
、
共

同
事
業
や
共
済
事
業
の
ほ
か
皆
様
の
経

営
基
盤
の
強
化
の
一
環
と
し
て
、
リ
ー

ス
料
・
利
子
助
成
な
ど
に
加
え
、
東
日

本
大
震
災
の
被
害
施
設
等
の
復
旧
資
金

に
対
す
る
利
子
助
成
事
業
や
新
た
な
分

野
で
の
木
材
・
地
域
材
の
利
用
促
進
の

た
め
の
取
組
み
な
ど
組
合
員
の
事
業
展

開
に
活
用
で
き
る
事
業
に
取
組
ん
だ
と

こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。
二
十
五
年
度
も
新

た
な
事
業
も
含
め
基
本
的
に
は
継
続
す

る
こ
と
と
な
っ
て
お
り
、
今
後
、
更
に

ご
活
用
い
た
だ
き
た
い
と
考
え
ま
す
。

　
本
日
の
会
議
で
は
、
平
成
二
十
四
年

度
及
び
二
十
五
年
度
の
事
業
・
財
務
関

係
な
ど
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。
率
直

な
ご
意
見
を
い
た
だ
く
と
と
も
に
皆
様

の
ご
協
力
を
得
て
円
滑
な
審
議
と
な
り

ま
す
よ
う
、
よ
ろ
し
く
御
願
い
し
ま
す
。

　
最
後
に
な
り
ま
す
が
、
春
の
叙
勲
の

栄
に
浴
さ
れ
た
関
係
の
皆
様
方
に
心
か

ら
お
祝
い
を
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に

木
材
業
界
へ
引
き
続
き
の
ご
支
援
を
御

願
い
申
し
上
げ
、
冒
頭
の
ご
挨
拶
に
か

え
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

説
明
会
を
実
施

事
業
に
つ
い
て

木
材
利
用
ポ
イ
ン
ト

総
会
終
了
後
に

木
材
利
用
ポ
イ
ン
ト

申
請
窓
口
の

研
修
会
を
実
施

　
全
木
協
連
の
総
会
終
了
後
、
全
木
連

は
、
木
材
利
用
ポ
イ
ン
ト
事
業
に
つ
い

て
の
説
明
会
を
開
催
。
こ
れ
は
、
国
の

平
成
二
十
四
年
度
補
正
予
算
に
よ
る
同

事
業
に
つ
い
て
周
知
を
は
か
っ
た
も
の
。

　
こ
の
事
業
は
、
地
域
材
の
需
要
喚
起

の
た
め
、
地
域
材
を
活
用
し
た
木
造
住

宅
、
木
製
品
等
に
つ
い
て
、
ポ
イ
ン
ト

を
付
与
し
、
地
域
の
農
林
水
産
物
と
の

　
全
木
連
は
、
木
材
利
用
ポ
イ
ン
ト
事

業
に
つ
い
て
、
実
際
に
申
請
窓
口
と
な

る
県
木
連
な
ど
団
体
の
担
当
者
を
対
象

に
研
修
会
を
六
月
六
日
か
ら
、
全
国
七

会
場
で
行
っ
た
。

六
月
六
日
東
京
、
盛
岡
、
六
月
七
日
大

阪
、
六
月
十
一
日
岡
山
、
熊
本
、
六
月

十
二
日
名
古
屋
、
六
月
十
三
日
北
海
道
。

代
表
し
て
監
査
報
告
を
行
い
、
承
認
し

た
。

　
次
い
で
、
③
平
成
二
十
五
年
度
事
業

計
画
決
定
の
件
を
事
務
局
か
ら
説
明
の

う
え
、
原
案
の
と
お
り
決
定
し
た
。
④

平
成
二
十
五
年
度
収
支
予
算
決
定
の
件

⑤
平
成
二
十
五
年
度
賦
課
金
決
定
の
件

⑥
平
成
二
十
五
年
度
借
入
金
最
高
限
度

額
決
定
の
件
⑦
平
成
二
十
五
年
度
役
員

報
酬
決
定
の
件
に
つ
い
て
は
、
一
括
で

事
務
局
か
ら
説
明
し
た
後
、
原
案
の
と

お
り
決
定
し
た
。

　
本
日
は
全
国
木
材
協
同
組
合
連
合
会

の
第
五
十
三
回
通
常
総
会
及
び
理
事
会

を
開
催
し
ま
し
た
と
こ
ろ
、
林
野
庁
の

沼
田
長
官
、
国
土
交
通
省
の
林
田
木
造

住
宅
振
興
室
長
様
を
は
じ
め
ご
来
賓
の

方
々
に
は
公
務
多
忙
の
中
、
ご
出
席
を

い
た
だ
き
、
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
さ
て
、
我
が
国
の
景
気
に
つ
い
て
は
、

長
く
足
踏
み
の
状
態
が
続
い
て
い
ま
し

た
が
、
こ
こ
へ
き
て
、
持
ち
直
し
の
動

き
が
み
ら
れ
て
お
り
ま
す
。
先
行
き
に

つ
い
て
も
、
経
済
対
策
、
金
融
政
策
の

効
果
な
ど
を
背
景
に
、
マ
イ
ン
ド
の
改

善
に
も
支
え
ら
れ
、
次
第
に
回
復
に
向

か
う
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ

り
ま
す
。

　
ま
た
、
木
材
需
要
の
大
半
を
占
め
る

住
宅
建
築
の
動
向
に
つ
い
て
、
平
成
二

十
四
年
度
の
新
設
住
宅
着
工
数
で
は
、

総
戸
数
で
八
十
八
万
三
千
戸
と
依
然
と

し
て
低
水
準
に
あ
る
も
の
の
、
前
年
度

比
六
％
増
、
直
近
七
ヶ
月
連
続
で
前
年

同
月
比
を
上
回
る
な
ど
持
ち
直
し
の
動

き
が
継
続
し
て
お
り
ま
す
。
先
行
き
も

復
興
需
要
、
マ
イ
ン
ド
の
改
善
な
ど
を

背
景
に
底
堅
く
推
移
す
る
こ
と
が
期
待

さ
れ
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
こ
の
よ
う
な
中
、
政
府
は
大
胆
な
金

融
政
策
、
機
動
的
な
財
政
政
策
、
民
間

投
資
を
喚
起
す
る
成
長
戦
略
の
「
三
本

の
矢
」
を
基
調
と
す
る
経
済
対
策
を
開

始
し
、
平
成
二
十
四
年
度
補
正
予
算
を

交
換
等
を
行
う
も
の
。

　
事
業
全
体
の
仕
組
み
、
木
材
供
給
者
登

録
の
進
め
方
、
ポ
イ
ン
ト
申
請
の
内
容
、

全
木
連
が
担
う
申
請
窓
口
の
準
備
な
ど
に

つ
い
て
説
明
。
意
見
交
換
を
実
施
し
た
。
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景況調査

〔流通部門〕

〔製造部門〕

当月の状況

来月の見通し

当月の状況

3か月後相場予想

販 売 量
仕 入 量
販 売 価 格
仕 入 価 格

販 売 量
仕 入 量
販 売 価 格
仕 入 価 格

米 材
南 洋 材

国 産 材
建 材

販 売 量
仕 入 量
販 売 価 格
仕 入 価 格

来月の見通し

プレカットの動向
受注後、加工ま
での待ち時間

3か月後相場予想
米 材
南 洋 材

国 産 材

販 売 量
仕 入 量
販 売 価 格
仕 入 価 格

（　　　　）内は実数

プレカットの動向
発注後、加工ま
での待ち時間

北洋材（欧州材を含む）

北洋材（欧州材を含む）

（第656号）平成25年6月15日（土曜日）

25年5月分集計表
モニター数94　　回答数58　　回収率62％

モニター数110　　回答数64　　回収率58％

増加28％（16）
増加26％（15）
上昇50％（29）
上昇71％（41）

増加43％（25）
増加36％（21）
上昇47％（27）
上昇60％（35）

強　含　み
74％（35）
62％（28）
69％（33）
51％（27）
70％（33）

1ヵ月以内
58％（28）

保ち合い
22％（10）
31％（14）
25％（12）
45％（24）
26％（12）

1ヵ月
36％（17）

減少16％（　9）
減少16％（　9）
下降　2％（　1）
下降　2％（　1）

減少　5％（　3）
減少10％（　6）
下降　0％（　0）
下降　2％（　1）

弱　含　み
　4％（　2）
　7％（　2）
　6％（　3）
　4％（　2）
　4％（　2）

1ヵ月以上
　6％（　3）

変わらず56％（33）
変わらず58％（34）
変わらず48％（28）
変わらず27％（16）

変わらず52％（30）
変わらず54％（31）
変わらず53％（31）
変わらず38％（22）

変わらず46％（29）
変わらず50％（31）
変わらず75％（47）
変わらず52％（33）

変わらず48％（30）
変わらず49％（31）
変わらず73％（46）
変わらず58％（37）

増加37％（23）
増加33％（21）
上昇22％（14）
上昇35％（22）

増加44％（28）
増加35％（22）
上昇22％（14）
上昇32％（20）

強　含　み
72％（18）
71％（15）
86％（18）
40％（22）

1ヵ月以内
42％（　5）

保ち合い
24％（　6）
19％（　4）
　9％（　2）
51％（28）

1ヵ月
42％（　5）

減少17％（11）
減少17％（11）
下降　3％（　2）
下降13％（　8）

減少　8％（　5）
減少16％（10）
下降　5％（　3）
下降10％（　6）

弱　含　み
　4％（　1）
10％（　2）
　5％（　1）
　9％（　5）

1ヵ月以上
16％（　2）

　
森
林
の
市（
五
月
十
一
日
　（　）土
〜
十
二
日
　（　）日
、日
比
谷
公
園
）

　
全
木
連
は
、
木
材
事
業
者
の
協
力
を

得
て
、
一
般
消
費
者
の
方
々
を
対
象
に
、

「
活
か
し
て
使
お
う
国
産
材
」
を
テ
ー

マ
と
し
た
国
産
材
の
普
及
推
進
活
動
の

一
環
と
し
て
展
示
を
実
施
。

　
天
候
は
あ
い
に
く
の
雨
天
で
あ
っ
た

が
、
家
族
連
れ
な
ど
多
く
の
消
費
者
の

方
に
、
木
の
い
え
、
木
材
の
良
さ
、
合

法
木
材
の
利
用
推
進
を
Ｐ
Ｒ
。

　
今
後
も
、
秋
口
に
向
け
各
イ
ベ
ン
ト

で
の
出
展
を
予
定
。

一
般
消
費
者
に
対
す
る
普
及
展
示

森
林
総
研
が
一
般
市
民
を
対
象
に
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
開
催

　
「
私
た
ち
の
く
ら
し
と
森
林
・
木
材
の
放
射
能
」

　
独
立
行
政
法
人
森
林
総
合
研
究
所
は
、

一
般
市
民
を
対
象
に
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を

開
催
す
る
。

　
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
事
故
に
よ

る
放
射
能
汚
染
は
森
林
、
林
業
、
木
材

産
業
に
大
き
な
影
響
を
与
え
た
。
し
か

し
、
そ
の
研
究
内
容
に
つ
い
て
は
、
一

般
市
民
や
関
連
業
界
に
は
広
く
公
表
さ

れ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
今
回
の

開
催
と
な
っ
た
。

　
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
、
放
射
性
物
質

の
調
査
研
究
の
最
新
の
成
果
に
つ
い
て

研
究
担
当
者
が
、
わ
か
り
や
す
く
紹
介

す
る
と
と
も
に
、
実
際
に
調
査
研
究
を

担
当
し
た
研
究
者
に
加
え
、
大
学
や
行

政
関
係
者
、
地
元
福
島
県
関
係
者
を
交

え
た
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
行

い
、
現
状
を
踏
ま
え
た
今
後
の
放
射
能

汚
染
対
策
や
安
全
性
の
確
保
、
長
期
的

な
研
究
観
測
の
必
要
性
を
議
論
す
る
。

　
開
催
日
時
は
、
七
月
十
八
日
　（　）木
十
三

時
よ
り
。
場
所
は
、
東
京
新
木
場
の
木

材
会
館
。


